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1 はじめに
人物識別は様々なタスクにおいて重要な役割を持つ．人

物識別は顔特徴を用いたものが一般的であり，実用化され
たシステムも存在する [1]. しかし，これらのシステムには
サングラスやマスクなどで顔の一部分が隠れた場合，識別
率が低下するという問題がある．一方，Gallagher ら [2]
は，コンテキスト情報を用いた人物識別手法を提案してい
る．コンテキスト情報とは衣服，撮影場所など顔特徴以外
で人物識別に有効である特徴である．このコンテキスト情
報を利用し，顔特徴の欠損問題に対応した研究として，山
口ら [3]の手法がある．山口らは顔特徴の他に衣服特徴を
コンテキスト情報として加え，それらを統合することで識
別率の向上を図っている．
本研究では，山口らが提案した人物識別手法を改良し，

新たな手法で取得した衣服特徴がコンテキスト情報として
有効であるか検証する．

2 研究概要
山口らの先行研究では以下の 4つを用いて衣服から特徴

量を取得し，顔特徴と統合している．

• 色ヒストグラム特徴
RGB表色系に基づき得られた値により作成されたヒス
トグラムから得られる特徴

• モザイク画像の色特徴
衣服画像のモザイク化により取得できる局所的な色特徴

• パワースペクトル画像特徴
2 次元離散フーリエ変換による周波数分解で得られた
パワースペクトルから画像を生成し，その画像の画素
値から取得した特徴

• 高次局所自己相関特徴
着目した輝度値に様々な種類のマスクパターンを適用
することで得られる特徴

近年の画像処理研究において，輝度値に基づく特徴
量を用いる手法が注目されている．その 1 つである
HOG(Histglams of Oriented Gradients)[4]は局所領域
における輝度の勾配方向をヒストグラム化した特徴量であ
る．HOGは明度の変化や幾何学変化 (平行移動，回転)に
対して頑健であることが知られており，画像処理の新しい
手法として注目を集めている．
山口らの研究では輝度に基づく特徴として高次局所自己

相関特徴を用いていた．そこで，本研究では高次局所自己
相関特徴の代わりとしてHOGを用いて衣服から特徴量を
取得する．

3 評価実験

3.1 評価対象
山口らが提案手法に基づいて作成した人物識別プログラ

ムを改良し，新たにHOG特徴を導入し，その有効性を検
証する. 本実験では，顔に隠れがない状態とサングラスや
マスクの着用で顔の一部に隠れが生じた状態で以下の 2点
を評価した．

• HOG で得られた衣服特徴が識別率の向上にどれほど効果が
あるのか．

• 高次局所自己相関特徴と比較してどちらが識別率の向上に貢
献しているか.

3.2 実験条件
実験データは被験者 5名に対して，それぞれ衣服 5着分

の画像を撮影した．撮影した画像のうち，顔特徴用に 1人
につき 50枚，衣服特徴用に 1着につき 15枚の学習画像
をデータベースに登録した．テストデータは，被験者 5名
中 3名に対して，顔に隠れがない状態，サングラス着用状
態，マスク着用状態を，それぞれ衣服 2着分撮影した．撮
影した画像のうち，1着につき各状態 10枚ずつ計 30枚を
用いた．

3.3 実験結果
顔特徴と衣服特徴を統合した実験結果を表 1に示す．こ

こで，表 1の「ノーマル」は顔に隠れがない状態，「サング
ラス」はサングラス着用状態，「マスク」はマスク着用状態
を表している．表 1より，コンテキスト情報として HOG
特徴を用いると，サングラスやマスク着用時において顔特
徴のみよりも識別率が向上していることが示された．また，
高次局所自己相関特徴と比較すると，マスク着用時に識別
率が向上していることが示された．

表 1: 実験結果

ノーマル サングラス マスク

顔特徴のみ 91.7％ 80.0％ 50.0％

+高次局所自己相関特徴 91.7％ 81.7％ 53.5％

+HOG特徴 91.7％ 81.7％ 83.3％

4 まとめ
本研究では，HOG に基づき得られた衣服特徴をコン

テキスト情報として利用した．実験結果より，人物識別の
精度向上に一定の効果を挙げていること，高次局所自己
相関特徴よりも精度向上に効果を挙げていることが示さ
れた．今後は，HOGと同様に輝度値に基づく特徴である
SIFT(Scale-Invariant Feature Transform) などとの比
較を行う．
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